
　

令
和
３
年
10
月
18
日
に
、
農
業
委
員

及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
５

班
に
分
か
れ
、町
内
の
農
地
に
つ
い
て
、

農
地
の
「
利
用
状
況
調
査
」（
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
遊
休
農

地
と
判
断
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者
に
今

後
そ
の
農
地
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る

意
向
で
あ
る
か
「
利
用
意
向
調
査
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
11
月
16
日
、
町
に
対
し
て

令
和
４
年
度
の
農
業
施
策
を
重
点
に
取

り
組
む
よ
う
、
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

１　

米
価
下
落
対
策
に
つ
い
て

　

⑴　

水
稲
生
産
者
の
支
援
に
つ
い
て

２　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

　

い
て

　

⑴　

農
業
者
支
援
に
つ
い
て

３　

原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ

　

の
施
策

　

⑴　

農
地
・
林
地
の
保
全
に
つ
い
て

　

⑵　

安
全
な
農
林
産
物
の
放
射
能
対

　
　
　

策
に
つ
い
て

４　

継
続
的
施
策

　

⑴　

国
内
対
策
等
の
強
化
に
つ
い
て

　

⑵　

担
い
手
の
育
成
確
保
・
集
落
営

　
　
　

農
推
進
対
策
に
つ
い
て

　

⑶　

認
定
農
業
者
の
育
成

５　

女
性
農
業
者
へ
の
取
り
組
み
に
つ

　

い
て

６　

鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

７　

耕
作
放
棄
地
対
策
の
実
施

８　

環
境
保
全
対
策
の
取
り
組
み
に
つ

　

い
て

９　

農
業
生
産
支
援
対
策
に
つ
い
て

10　

山
木
屋
地
区
の
営
農
再
開
の
推
進

　

に
つ
い
て

11　

農
業
委
員
会
及
び
事
務
局
体
制
に

　

つ
い
て

　

令
和
３
年
度
福
島
県
下
農
業
委
員
会

大
会
が
令
和
３
年
11
月
11
日
に
福
島
市

の
「
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
、
出
席
人

数
の
制
限
が
あ
り
、
本
町
か
ら
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
永
年
勤
続
農
業
委
員

（
12
年
以
上
在
任
）
の
表
彰
が
あ
り
、

本
町
の
菅
野
利
治
委
員
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
の

門
間
敏
幸
氏
に
よ
る
「
農
業
・
農
村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
農
業
委
員
会

へ
の
期
待
」
に
つ
い
て
の
記
念
講
演
も

あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
福
島
県
が
台
風
や
降
霜

な
ど
度
重
な
る
自
然
災
害
や
東
日
本
大

震
災
・
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
被

害
か
ら
未
だ
復
旧
・
復
興
し
て
お
ら
ず
、

担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化
と
こ
れ
ら
に

伴
う
遊
休
農
地
の
増
大
、
大
規
模
災
害

や
野
生
鳥
獣
害
等
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
農
業
の
生
産
構
造
並
び
に

体
質
の
強
化
等
を
図
る
た
め
、「
本
県

農
業
の
発
展
に
向
け
た
要
請
書
」
及
び

「
令
和
３
年
度
県
農
業
施
策
に
関
す
る

意
見
書
」の
提
出
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
本
町
農
業
委
員
会
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
に
よ
り
、
令
和
３

年
２
月
か
ら
引
き
続
き
会
長
職
に

指
名
を
頂
き
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
お
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
、
後
継

者
及
び
担
い
手
不
足
、
遊
休
農
地

の
増
加
や
食
料
自
給
率
の
低
下
、

加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
う
国
内
消
費
の
低
迷

に
よ
る
農
産
物
価
格
の
低
下
等
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

解
消
に
向
け
、
町
民
及
び
農
業
者

の
皆
様
、
農
業
団
体
、
関
係
機
関

と
の
連
携
の
も
と
、
本
町
農
業
の

発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
俣
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委
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会
だ
よ
り
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意
見
項
目

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会

福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会

菅野利治委員

農
地
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
し
た

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

川
俣
町
農
業
委
員
会　
　
　
　
　

会
長　

菅　

野　

儀　

政

農
地
に
か
か
る
手
続
き
は

　
　
　
　
農
業
委
員
会
へ

●
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り

●
農
地
に
住
宅
を
建
築
し
た
い
、
駐

　
車
場
・
資
材
置
場
に
し
た
い
な
ど

　
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
で
使
用

　
し
た
い
と
き

●
農
地
に
盛
土
を
し
た
い
と
き

●
農
地
を
相
続
し
た
と
き
　
な
ど

　
農
業
委
員
会
へ
申
請
手
続
き
や
届

　
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

川
俣
町
の
農
地
利
用
の
最
適
化
に

　
　
　
　
　
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

川
俣
町
の
農
地
利
用
の
最
適
化
に

　
　
　
　
　
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

町
長
に
意
見
書
を
提
出
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農
業
委
員
（
中
立
委
員
）
と
し
て
、

地
域
農
業
の
実
態
を
把
握
し
、
本
町
の

食
を
支
え
る
地
域
農
業
の
た
め
に
、
少

し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
農
業
は
高
齢
化
が
進
む

中
、
担
い
手
不
足
、
耕
作
地
や
遊
休
農

地
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
増
大
し
、

対
策
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
農
業
生
産
意
欲
の
出
る

農
業
・
農
地
の
維
持
管
理
を
地
域
の
皆

様
と
共
に
前
進
出
来
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

　

担
い
手
不
足
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
遊
休
農
地
の
拡
大
、
米
価
の
下
落

等
厳
し
さ
が
増
す
環
境
で
あ
り
ま
す
が
、

各
委
員
の
皆
様
に
御
指
導
頂
き
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　

空
き
家
等
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
空

き
家
と
一
体
的
に
農
地
を
取
得
す
る

場
合
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
に
限
り
、0.1
ａ
か
ら
農
地
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

人
口
減
少
、
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
等
に
よ
り
売
買
や
賃
借

が
難
し
い
空
き
家
に
付
随
し
た
農
地

に
つ
い
て
、
下
限
面
積
を
引
き
下
げ

る
こ
と
で
、
移
住
・
定
住
の
促
進
や

遊
休
農
地
の
解
消
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
振
興
に
少
し
で
も
寄
与
で

き
る
よ
う
、
農
業
の
持
つ
魅
力
を
実
践

し
な
が
ら
発
信
し
、
農
地
の
有
効
活
用

が
進
む
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
皆
様
と
共
に
、
農
地
に
関
す
る

様
々
な
相
談
や
課
題
に
取
り
組
み
地
域

農
業
維
持
の
た
め
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
９
月
16
日
に
水
稲
の
作
況

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
調
査
方

法
は
、
平
年
作
と
比
較
で
き
る
よ
う
定

め
て
あ
る
定
点
圃
場
を
中
心
に
17
圃
場

を
調
査
い
た
し
ま
し
た
。作
柄
概
況
は
、

10
ａ
当
た
り
459
キ
ロ
の
調
査
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

就
農
す
る
き
っ
か
け
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
？

元
々
農
家
で
育
っ
た
私
が
40
歳

を
迎
え
た
と
き
に
、
定
年
ま
で

の
折
り
返
し
地
点
と
、
人
生
の
折
り

返
し
地
点
が
重
な
り
、「
就
農
す
る

な
ら
キ
リ
が
良
い
今
か
な
ぁ
」
と

思
っ
た
こ
と
で
す
。

農
業
を
し
て
い
く
う
え
で
、
特

に
意
識
し
て
い
る
こ
と
、
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

基
本
が
大
切
で
あ
り
、
一
つ
一

つ
の
管
理
作
業
が
品
質
向
上
に

繋
が
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
と
、

で
き
る
だ
け
作
物
と
家
畜
の
立
場
に

た
っ
て
作
業
す
る
こ
と
で
す
。

農
業
の
や
り
が
い
や
面
白
さ
は

何
で
す
か
？

苦
労
し
な
が
ら
も
高
品
質
の
も

の
が
出
来
上
が
っ
た
瞬
間
と
そ

の
過
程
で
す
。
ま
た
、
農
業
を
通
じ

て
地
域
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
れ
る
こ
と
で
す
。

今
後
新
規
就
農
す
る
方
々
へ
ア

ド
バ
イ
ス
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ

り
ま
す
か
？

農
業
は
ひ
と
り
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
家
族
の
理
解
と
協
力
を
得

る
こ
と
と
、
相
談
で
き
る
地
域
の

方
々
と
関
係
機
関
が
必
要
で
す
。
実

際
は
私
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

た
い
で
す
‼

今
後
の
展
望
や
目
標
は
何
で
す

か
？

地
域
の
方
々
に
慕
わ
れ
る
農
業

人
に
な
る
こ
と
で
す
。

佐
藤
卓
也
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

佐
藤
卓
也
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
規
就
農
者

新
任
の
ご
挨
拶

　　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
、
不
安
定
な
気
象
状
況
に
加
え
て
米

の
価
格
が
一
段
と
下
が
り
、
規
模
拡
大

の
難
し
い
中
山
間
地
域
の
多
い
、
本
町

で
は
耕
作
意
欲
が
な
く
な
り
益
々
耕
作

放
棄
地
が
増
加
す
る
懸
念
が
あ
り
ま

す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
新
し
い
作
物
の
導

入
や
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
等
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
穏
や
か
な
気
候
で
、
早
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
ま
っ
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

吉　

彦

　
　
　
　
　
　
　
　

安　

田　

泰　

良

　
　
　
　
　
　
　
　

髙　

橋　
　
　

亨

　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

忠　

俊

　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

藤　

政　

信

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
令
和
３
年
２
月

19
日
に
新
体
制
と
な
り
、
約
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
任
命
さ
れ
た
５
名
の
方
よ
り
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

羽
田
地
区
で
川
俣
シ
ャ
モ
の
生
産
や
水
稲
・
小
菊
の
栽
培

等
を
行
っ
て
い
る
佐
藤
卓
也
さ
ん
に
新
規
就
農
か
ら
４
年
目

の
心
境
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　

農
業
委
員　

佐　

藤　

朋　

子

　
　
　

農
業
委
員　

安　

田　

泰　

良

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

遠　

藤　

政　

信

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

菅　

野　

幹　

雄

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

佐
々
木　

敏　

勝

あ
と
が
き

令
和
３
年
産

水
稲
作
状
況
調
査
報
告

空
き
家
に
付
随
す
る　

農
地
の
面
積
要
件
緩
和

Q

Q

Q

Q

Q A

A AA

A


